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特集　関東以西の“本州地向斜”一研究の現状と問題点

三畳紀・ジュラ紀放散虫化石とデッケ・オリ

ストリス・オリストストローム

脇田浩二

1。まえがき

　1970年代の終り頃から“本州地向斜”の研究は，従来

とは異なったスタイルを採り始めた．事の起こりは，上

部古生界と考えられていた“本州地向斜”堆積物にジュ

ラ紀放散虫化石が産出したことにある．ここでは，ジュ

ラ紀および三畳紀放散虫化石と，最近“本州地向斜”堆

積物の研究にしばしば適用されているデッケ・オリスト

リス・オリストストロームについて，研究の現状を解説

する．

　2・　三畳紀・ジュラ紀放散虫化石

　1970年代後半から現在までに，三畳紀・ジュラ紀の放

散虫化石に関する研究は，世界各地で急速に進展して来

た，後期ジュラ紀以降の放散虫化石は，現在の海洋底の

堆積物についての詳細な研究によって，その生層序につ

いての多くのことが判明している．しかし，それ以前の

時代については，陸上において共存する大型化石と対比

しながら放散虫生層序が組み立てられて来た．北米やヨ

ーロッパで進められたこのような研究を受けて，日本で

も1970年代のおわり頃から各地で続々と三畳紀・ジュラ

紀の放散虫が報告され，現在では三畳紀・ジュラ紀で11

の化石帯が識別されている．

　3．“本州地向斜”堆積物

　“本州地向斜”堆積物中には，主に微化石の産出にょ

って，石炭紀からジュラ紀の岩石の存在が明らかにされ

ている．これらの岩石を調べてみると，石灰岩・緑色岩

類は二畳紀，チャートは三畳紀，砂岩，泥岩・珪質頁岩

はジュラ紀のものが多く，ある種の岩石は特定の時代に

卓越している．

　これらの岩石の配置を調べてみると，（1）地質時代も岩

相も不規則に分布する場合と，（2）古い時代から新しい時

代まで連続的に重なり岩相も規則正しく変化するユニッ

トを形成する揚合がある．

　（1）の場合，中・後期ジュラ紀の砂岩・泥岩中に，前期

ジュラ紀以前のチャート，石灰岩，禄色岩類などが弧立

した岩体として不規則に点在しており，砂岩・泥岩には
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しばしば海底地すべりによる変形がみられる．

（2）のユニットは，三畳紀のチャートとジュラ紀の砂岩

・泥岩からなり，1つのユニットの中では，下位から上

位へ連続的に新しい時代の化石を産する。

4．デッケ・オリストリス・オリストストローム

すでに形成されていた地層や岩石が海底地すべりによ

って再堆積してできた不均質な堆積物は，オリストスト

ロームと呼ばれている．これに含まれる外来岩体ボ，オ

リストリスである。先に述べた（1）の場合のように海底地

すべり堆積物中により古い時代の孤立岩体が不規則に点

在する事実を説明するのに，このオリストリス，オリス

トストロームの概念が多くの研究者によって用いられて

いる．

　一方，（2）のように三畳紀・ジュラ紀層が規則正しく配

列するユニットは，断層で何度も繰り返しており，1つ

1つをデッケと解釈することができる．オリストストロ

ームは，デッケの前進に先立つ地すべり堆積層とみなさ

れる場合もあり，両者の成因的つながりが推測できる．

　5。おわりに

　以上に述べたように，微化石による地質時代の検討お

よび堆積物の観察から，“本州地向斜”には，重力滑動

で生じたデッケ。オリストリス・オリストストロームの

存在が，近年数多く報告されている．

　しかし，いずれも実証的研究に基づいたものではな

く，いくつかの事実に基づきその存在が推定されている

にすぎない．とくに，オリストストロームは本来1つの

堆積体を示すのに対して，多くの場合複数の海底地すべ

りによって形成された堆積物をオリストストロームとし

ている．今後，詳細な観察一検討の末，海底地すべりに

よる堆積過程，その背後にある構造運動を明らかにして

ゆく必要がある。　　　　　　　　　　　　（地質部）

関東山地の中・古生層一特に南部地域のもの

について一

酒井彰
関東山地には秩父帯・四万十帯に属する中・古生層が

分布している．この地域の地質の大要は，藤本治義とそ

の共同研究者の，1924年から1950年代にわたる一連の研

究によって明らかにされた．その後，地質学・古生物学
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的研究が数多くあるが，地質図としては藤本らのものの

他に，秩父団体研究グループ（1961，1963），大久保・堀

口（1969）以外にまとまったものはない．1970年代にはコ

ノドント研究による層序の大幅な変更がなされ，更に最

近では放散虫によるその再検討が始まっている．しか

し，美濃帯や丹波帯の中・古生層に比べると，関東山地

のものは研究が遅れている．

　秩父帯の中・古生層は，東西方向で南傾斜の断層で北

側の三波川帯の変成岩類と画され，南側の四万十帯中生

層，すなわち小河内，大滝，小仏の各層群とは，東部で

は北西一南東，西部では東西方向で北方に傾斜した仏像

構造線で境される．四万十帯中生層の南縁は，藤野木一

相川構造線で画され，その南側には新第三系が分布する。

小河内・大滝両層群と小仏層群は，ほぼ五目市一川上構

造線で境される．

　秩父帯は北・中・南の3帯に区分されるが，これらの

境界は不明瞭である．北帯では地層の傾斜が緩くドーム

・べ一ズン構造をなすが，中・南帯ではほぼ北西一南東

の一般走向で北に急斜した構造をなす．四万十帯の各層

群は，東西ないし西北西一東南東走向で北に急斜した構

造を呈し，いくつかの構造ブロックに分けられる．それ

ぞれの構造ブロック内では，様々な規模の摺曲が見られ

るが，大局的には北上位の地層配列を示す．

　関東山地の中・古生層については，猪郷ほか（1980）に

より，コノドント研究による大幅な層序の変更を加味し

たまとめがなされている．それによれば，秩父帯には石

炭紀中期から白亜紀にわたる地層群が分布し，特に三畳

系がよく発達するとされている．その後，久田（1982），

大和田・坂（1982），指田ほか（1982，1983），三好ほか

（1983），高島（1983）によって，関東山地の各地からジュ

ラ紀中一後期の放散虫が報告され，またオリストストロ

ームの存在も指摘されており，中・古生層の層序や時代

論は大幅な修正が心要になってきている．

　関東山地南部の五日市図幅地域には，秩父帯の中・古

生層と四万十帯の小河内・小仏両層群が分布している．

秩父帯の中・古生層は，主として砂岩・チャートからな

り，泥質岩・’緑色岩類・石灰岩を伴う．従来石炭紀中期

一ジュラ紀の化石が報告されているが，最近泥質岩から

ジュラ紀中一後期の放散虫が報告されている．四万十帯

の小河内層群は主として泥質岩からなり，緑色岩類・チ

ャート・鳥ノ巣石灰岩・砂岩を伴う地層と，砂岩・砂岩

泥岩互層を主とし，泥岩・礫岩・緑色岩類等を伴う地層

からなる．小仏層群は，泥質岩を主とし，緑色岩類・チ

ャート・砂岩を伴う地層と，砂岩・砂岩泥岩互層を主と

し，礫岩・泥岩・緑色岩類・酸性凝灰岩を伴う地層から

なる．

　野外調査の結果から，秩父帯中・古生層の大半と小河

内層群の一部は，一海底地すべり堆積物であり，それには

少なくとも2つの堆積タイプがあることがわかった．1

つは，淘汰の悪い砂岩基質中に，細礫大から巨大ブロッ

クまでの様々な大きさのチャート・石灰岩・緑色岩類等

を含むタイプである．もう1つは，泥質岩中にシルト大

から巨大ブロックまでの大きさのチャート・砂岩・砂岩

泥岩互層・緑色岩類・石灰岩等を含むものである．

　また，秩父帯の中・古生層と四万十帯の小河内層群，

小仏層群の砂岩組成の予察的検討を行った．秩父帯の中

・古生層及び小河内層群の一部の砂岩は，ほぼ同じ組成

の長石質アレナイトである．これらにはチャート岩片が

ほとんどなく，変成岩片として片麻岩が認められる．一

方，小河内層群の大部分と小仏層群の砂岩は・石質アレ

ナイトから石質ワッケで，小仏層群のものがより石質で

あり，基質も多くなる．秩父帯のものと比べ火山岩やチ

ャートの岩片が多い．変成岩片としては片岩類が目立
つ
。
秩
父
帯 の砂岩とほぼ同じ組成をもつ小河内層群の砂

岩は，海底地すべり堆積物中のもので，異地性岩塊と考

えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

四国地方秩父帯の造構運動史

佃栄吉

　秩父帯の原構造を考える上で，r黒瀬川帯』の構造的

位置付けを明確にしておくことはきわめて重要である．

そのため，近年演者及び協同研究者は四国各地の『黒瀬

川帯』の主要な構成岩類の産状について調査し報告して

きた．ここではこれらをまとめて，秩父帯の初生的構造

状態について述ぺ，造構運動史のモデルを示したい．

　『黒瀬川帯』は，ジュラ紀最末期と考えられる北方か

らの衝上運動による一連のナップ群の形成によって，少

なからず乱されているが，その初期の構造についての情

報は多くの地域で得ることができる．第1図は四国地方

における巨大な蛇紋岩体の分布を示している．これにみ

られる特徴は・シノマルーデボン系・三滝火成岩類・寺野

変成岩類等の主要な分布領域と，巨大な蛇紋岩体の分布

領域が明瞭に分かれていることである，すなわち，，①後

者が前者の北側に位置していること，②後者ときわめて

密接に，三波川変成岩より年代の古い高圧タイプの変成

岩類が分布していることは，黒瀬川帯に関する重要な事

実である．
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第1図　四国地方秩父帯における巨大な蛇紋岩体と黒瀬川古期岩体の分布
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　　　　第2図　四国地方外帯の造構運動モデル（ジュラ紀中期一白亜紀初期）
A：Early　Middle　Jura＄sic　B：Late　Middle　Jurassic　C：：Late　Jurassic　D：Early　Cretaceous
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　秩父帯中に分布するこれらの巨大な蛇紋岩体は，一般

に，横倉山北方，大野ヶ原南方，沢谷南方などのように

秩父中・古生層の層状構造とコンコーダントに分布し，

ほぼ水平の根なし岩体である．一部に高角度断層に沿っ

て発達するものもみられるが，それはジュラ期最末期以

後の断層運動に伴う後生的な現象と考えられる．

　高知県越知町西方の横倉山岩体は北接して蛇紋岩と結

晶片岩を伴い，その内部構造は北側より，寺野変成岩類，

三滝火成岩類，シルル7デボン系がやや岩体のトレンド

に斜交して，北傾斜で重なっている．さらに南側には上

部三畳系河内ヶ谷層群が分布している．横倉山岩体の南

に位置する大樽谷岩体もほぼ同様の岩相分布・配列状態

とみることができる．断層運動による岩体の回転を復元

すると，両岩体とも北部の岩相が岩体の下位を形成して

いることになり，これはそれぞれの厚さを別にすれば推

定される層序構造と矛盾しない．

　岩体と周囲の秩父帯の岩相分布との関係はほぼコンコ

ーダントであり，箸しい斜交関係は認められない．これ

らの岩体は北側の“秩父オリストストローム堆積体”の

上に重なり，とり込まれているようにみえる．両岩体と

も産状からすると下層部から上昇したものではなく，巨

大なオリストリスとみることができる．

　富永ほか（1983）は徳島県木沢村坂州における黒渕［1古

期岩類について報告し，礫サイズのものから地質図に表

現しうる“巨大レンズ状岩体”とされるものまでが，桧

曽根層群中に堆積的接触関係で産するオリストリスであ
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ることを示した．

　演者が出版準備中のr上土居」図幅地域内の越知町や

吾川村の秩父帯地域には，数多くの径1m内外の黒瀬川

古期岩類同様のオリストリスが産する（佃，1980）。また，

この図幅地域内の秩父帯についていえば，著しく擾乱し

た砂泥岩層，現地性とは考えられない不自然な緑色岩体

の分布，チャート層の年代の逆転などから，ほとんどす

べてが海底地すべりによって集積した堆積物とみなすこ

とができる．沢谷地区の海山の崩壊現（横山ほか，1979）

はそれを見事に示している．

現在得られる情報からすると，海底地すべりによる崩

壊の運動方向は南から北であったと考えるのが妥当であ

ろう．黒瀬川帯の巨大な古期岩体群もオリストリスとし

てみるとき，黒瀬川帯は“構造帯”ではなく，1つのオ

リストストロームの層準としてとらえることができる，

　現在，三波川帯及び秩父帯の下には，地震の少ない部

分（Vp＞6km／sec）が存在する（岡野ほか，1983）．演者

はこれを黒瀬川オリストリスを供給したあともぐり込ん

だ“黒瀬川古陸”本体と考え，秩父帯形成にまつわる造

構運動のモデルを示した（第2図）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境地質部）

藍閃変成帯の2つの型

橋本光男

　変成作用の圧力条件の違いによって変成帯をいくつか

の型に分類できることを，地域変成岩石学の成果にもと

づいて具体的に示したことは，1950－1960年代における

目本の岩石学の大きな功績の1つであった．

　ところで，変成作用の物理条件のなかで，温度は，た

とえば接触変成作用におけるごとく，局所的であり得る

が，圧力は本来広域的なものである．圧力も局所的であ

り得るという主張もないではないが，岩石の強さは局所

的な圧力を支えられるほど強くないらしく，変成作用の

圧力は一般に静水圧として理解されている．したがっ

て，高圧の変成作用を示す藍閃変成岩は，現在みられる

分布が限られていても，その背後に広域変成帯の存在を

暗示することになる．このことは逆に，広域変成帯，と

くに高い圧力／温度の変成帯の定義をあいまいにさせる

ことになった．・極端に言えば，藍閃変成岩の小さな構造

ブロックが変成帯を定義することになってしまい兼ねな

い．しかし，広域変成帯の地体構造論を論じようとする

ときには，この問題は看過できないものとなる．

　目本および周辺地域に話を限ってみても，藍閃変成岩

の産出する地帯は，その地質学的性質を比較検討するこ

とによって，次の2っの型に分類される．第1の型は三

波川変成帯で代表され，それは次のような特徴をもって

いる．

1　規模が大きい．とくに長さに対して幅が比較的広

　い．

　解析可能な地質構造をもつ。

　変成岩に対して蛇紋岩の量が比較的少ない．

　地質学的に1つの相系列を求めることができる．

　放射年代がほぼ同じ値をとる．

これに対して，もう1つの型の藍閃変成帯は，上記の

それぞれについてことごとく反対の性質を示す．

　a・長さに対して幅が狭い，

　b．地質構造の解析がきわめて困難である．

　c・変成岩に対して蛇紋岩の量が比較的多い．

　d・いろいろな変成度の岩石が不規則に出現して，地

　　質学的に1つの相系列を求めることがむづかしい．

　e．　放射年代がいくつかの群をなし，単一の変成作用

　　を示さない，

　（最後のeから判断すると，bやdで「困難」とか「む

づかしい」と言ったことは，可能だがむづかしいという

よりは，原理的に出来ないということかも知れない）

　この型の例は神居古潭変成帯である．

　以上の2つの型の藍閃変成帯は，それらがもつ地体構

造論上の意味合いが異なっているのではなかろうか．第

2の型はいわゆる構造メランジュの性質をもっている．

それは構造発達史の互に異なった2つの地体の接合部

（スーチュア）を示しているのかもしれない．その目でみ

ると，たとえば飛騨外縁構造帯（最近，内外2つのメラン

ジュ帯と呼ばれている地帯）は，この型の藍閃変成帯で

あろうし，黒瀬川構造帯もそうかもしれない．これらに

対して，第1の型の三波川変成帯は変成帯としての性質，

たとえば内部地質構造や変成論などの面では，かなりよ

く分かっている変成帯の1つであるが，地体構造論上の

意義はまだよく分からない．この型のものは知られてい

る例がきわめて少なく，その意味では大変ユニークな藍

閃変成帯である．三群変成帯もこの第1の型のようにみ

えるが，第2の型と思われる面もあってどちらともきめ

難い．

　環太平洋の変動帯では，藍閃変成帯が圧力型の著しく

違う低圧の紅柱石珪線石型変成帯と対をなして並走して

いる例が多いといわれてきた．実際にも三波川変成帯は，

典型的な低圧広域変成帯である領家帯と対をなしている

ように見える．しかし，日本付近の藍閃変成帯の多くは

三波川帯とはちがって，ここで言う第2の型のものであ

一532一
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り，それらは必ずしも低圧型変成帯と対をなしていると

は限らない．たとえば，黒瀬川構造帯を第2の型の藍閃

変成帯とみたときに，それに対応する低圧型変成帯は知

られていない．

　なお，藍閃変成岩をつくる高圧低温変成作用はプレー

トの沈みこみにともなって起こると考えられている．し

かし，藍閃変成作用が起こることと藍閃変成帯が形成さ

れることとは，必然的に結びついているわけではない．

藍閃変成帯の形成は高圧変成作用後のテクトニクスの結

果であり，そのテクトニクスの違いによって，ここで言

う2つの型の藍閃変成帯が形成されるのであろう．しか

し，この問題はまだ解明されていない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茨城大学）

西南日本外帯の高圧型変成岩とその起源

中島　隆

　西南日本外帯の中で，中央構造線に近い三波川帯，み

かぶ帯（ある所では三波川南縁帯）及び秩父帯は三波川変

成作用を受けている．従ってわれわれが三波川変成帯と

いうとき，通常三波川帯から秩父帯までを含む．

　三波川変成帯は，フォッサ・マグナから九州地方まで

一つの連続した地質体として中央構造線にそってとぎれ

ることなく分布する．原岩層序が比較的よく保存されて

おり，地層の連続がよく追跡できるのが特徴である．

　三波川変成帯の温度構造はかなりよくわかっている．

四国中央部では，変成鉱物の相平衡関係を解析した多く

の研究により，最高温度軸が三波川帯中にあり，三波川

南縁帯，秩父帯の順に変成温度が低下していくことが確

認されている．（BANNo，1964；東野，19751BANNo6孟

α」．，1978三饗場，19821NAKAJIMA，1982）。三波川帯の中

では，温度構造は地質構造とほぼ平行に近い（BANNO6歩

α乙，1978）．

　西南目本におけるもう1つの高圧型変成帯は，黒瀬川

帯の中に存在する。黒瀬川帯は，西南日本外帯の帯状構

造の中にわりこんだ形で存在する蛇紋岩メランジ帯であ

る．メランジ帯の主要構成岩石類は，（1）蛇紋岩，（2）340

－380Maのパンペリ石一藍閃石型高圧変成岩，（3）400

Maの花崩岩類。片麻岩類・角閃岩類，（4）シルル紀一デ

ボン紀の化石を含む堆積岩類，（5）石炭紀一二畳紀の化石

を含む堆積岩類，（6）208－240Maのヒスイ輝石一藍閃石

型高圧変成岩，である．（市川ほか，1956；松本・勘米

良，19641MARuYAMA8孟σ」，，19781中島ほか，1978三松

田・佐藤，197gl植田ほか，1980；BANNo6渉α」．，1981）。

　（2）一（6）はいずれも蛇紋岩に包有されるブロックとして

あるいは蛇紋岩を伴う断層によって周囲を囲まれたブロ

ックとして出現する（MARuYAMA，1981）．これらのうち

最大の露出面積をもつものは12）であり，同種の鉱物組合

わせをもつ変成岩は四国東部から九州西部まで断続的に

認められる．すなわち，黒瀬川帯は三波川変成帯より古

い時代の高圧型変成帯をその中軸にもつ．

　（2H6）に示されるように，黒瀬川メランジ帯の構成岩

種は，その形成条件及び年代についてきわめて多様であ

り，これらは単一の地質体ではなく，成熟した島弧また

は大陸縁の断片が集められたものと考えた方がよい．
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